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「時間外労働・休日労働に関する協定届」の集計結果

集計・分析結果 時間外労働・休日労働に関する協定届

期間 2022年１月～2022年12月

９、金融・広告業 金融業、広告・あっせん業

10、映画・演劇業 映画・演劇業

11、通信業 通信業

12、教育・研究業 教育・研究業

13、保健・衛生業 医療保健業、社会福祉施設、その他の保健衛生業（浴場業）

14、接客娯楽業 旅館業、飲食店、その他の接客娯楽業（ゴルフ場、公園・遊園地）

15、清掃・と畜業 清掃・と畜業

16、官公署 官公署

１、製造業 食料品製造業、繊維工業、衣服その他の繊維製品製造業、木材・木製品製造業、家具・装備品製造業、パルプ・紙・紙加工品製造業、印刷・製本業、化学
工業、窯業土木製品製造業、鉄鋼業、非鉄金属製造業、金属製品製造業、一般機械器具製造業、電気機械器具製造業、輸送用機械等製造業、電気・ガス・
水道業、その他の製造業（自動車整備業、機械修理業、クリーニング業、たばこ製造業 など）

２、鉱業 石炭鉱業、土石採取業、その他の鉱業（金属鉱業、石油等鉱業 など）

３、建設業 土木工事業、建築工事業、その他の建設業（電気通信工事業、械器具設置工事業 など）

４、運輸交通業 鉄道・軌道・水運・航空業、道路旅客運送業、道路貨物運送業、その他の運輸交通業（運輸施設提供業 など）

５、貨物取扱業 陸上貨物取扱業、港湾運送業

６、農林業 農業、林業

７、畜産・水産業 畜産業、水産業

８、業業 卸売業、小売業、理美容業、その他の商業（倉庫業）

業種分類 対象となる事業

⚫ 本集計結果は、2022年１月１日～同年12月31日までに労働基準監督署において受理した36協定届（※）を集計・分析したもの。

⚫ 集計項目毎に当該集計項目に係る記載がないものは、それを除いて集計。

※ 電子申請を除く。
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通常の延長時間（１か月）

１か月当たりの通常の延長時間は、「45時間以内」の割合が高い。（運輸交通業については「45時間超」の割合が高

い。）

業種・大分類 45時間以内 45時間超え 合計

製造業 97.8% 2.2% n=189,168

鉱業 92.0% 8.0% n=1,603

建設業 66.6% 33.4% n=176,785

運輸交通業 42.6% 57.4% n=100,039

貨物取扱業 75.2% 24.8% n=10,746

農林業 97.6% 2.4% n=6,061

家畜・水産業 99.3% 0.7% n=2,102

商業 99.4% 0.6% n=391,934

金融・広告業 99.5% 0.5% n=45,474

映画・演劇業 99.8% 0.2% n=3,202

通信業 99.8% 0.2% n=21,784

教育・研究業 98.8% 1.2% n=52,129

保健衛生業 99.2% 0.8% n=190,076

接客娯楽業 100.0% 0.0% n=111,198

清掃・と畜業 95.3% 4.7% n=27,415

官公署 99.0% 1.0% n=2,431

その他の事業 94.1% 5.9% n=200,955

合計 90.8% 9.2% n=1,533,102

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章
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通常の延長時間（１年）

１年当たりの通常の延長時間は、 「360時間以内」の割合が高い。（運輸交通業については「360時間超え」の割合が高

い。）

業種・大分類 360時間以内 360時間超え 合計

製造業 97.8% 2.2% n=189,133

鉱業 92.2% 7.8% n=1,603

建設業 67.6% 32.4% n=176,301

運輸交通業 46.5% 53.5% n=99,983

貨物取扱業 76.6% 23.4% n=10,744

農林業 97.8% 2.2% n=6,060

家畜・水産業 99.3% 0.7% n=2,102

商業 99.4% 0.6% n=391,901

金融・広告業 99.6% 0.4% n=45,468

映画・演劇業 99.8% 0.2% n=3,198

通信業 99.8% 0.2% n=21,784

教育・研究業 98.9% 1.1% n=52,120

保健衛生業 99.2% 0.8% n=190,080

接客娯楽業 99.9% 0.1% n=111,193

清掃・と畜業 95.4% 4.6% n=27,412

官公署 99.1% 0.9% n=2,431

その他の事業 94.2% 5.8% n=200,827

合計 91.2% 8.8% n=1,532,340

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章
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特別延長時間（１か月）
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１か月当たりの特別条項の延長時間は、「60時間を超え、80時間以内」の割合が最も高い。

業種・大分類 45時間以内(特別延長)
45時間を超え、60時
間以内(特別延長)

60時間を超え、80時
間以内(特別延長)

80時間を超え100時
間未満(特別延長)

100時間以上、155時
間以内(特別延長)

155時間超え(特別延
長)

合計

製造業 0.2% 14.2% 62.9% 22.6% 0.2% 0.0% n=115,526

鉱業 - 16.8% 54.0% 28.3% 0.7% 0.1% n=720

建設業 0.1% 11.2% 48.1% 22.2% 15.7% 2.7% n=40,430

運輸交通業 0.2% 9.0% 68.5% 21.5% 0.7% 0.0% n=36,760

貨物取扱業 0.2% 9.2% 65.7% 24.6% 0.3% 0.0% n=7,313

農林業 0.3% 11.9% 62.4% 25.1% 0.2% - n=2,877

家畜・水産業 0.3% 14.1% 65.2% 20.4% - - n=1,139

商業 0.2% 23.7% 62.6% 13.5% 0.0% 0.0% n=230,767

金融・広告業 0.3% 21.0% 62.6% 16.1% 0.0% 0.0% n=31,352

映画・演劇業 0.0% 9.4% 60.9% 29.6% - - n=2,230

通信業 - 1.3% 82.3% 16.4% 0.0% 0.0% n=21,144

教育・研究業 0.2% 15.4% 60.2% 24.0% 0.1% 0.0% n=26,040

保健衛生業 0.5% 22.0% 60.0% 16.9% 0.5% 0.1% n=50,349

接客娯楽業 0.1% 15.0% 69.0% 15.8% 0.0% 0.0% n=78,999

清掃・と畜業 0.3% 14.8% 60.8% 23.8% 0.2% 0.1% n=13,017

官公署 0.6% 16.7% 38.3% 44.0% 0.3% - n=1,309

その他の事業 0.1% 11.9% 62.0% 24.8% 1.1% 0.2% n=122,055

合計 0.2% 16.7% 62.9% 18.9% 1.1% 0.2% n=782,027

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章

※ 数値が「０」の場合は、「-」と表章



特別延長時間（１年）
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１年当たりの特別条項の延長時間は、「360時間を超え、720時間以内」の割合が最も高い。

業種・大分類 360時間以内(特別延長)
360時間を超え、720時

間以内(特別延長)
720時間を超え、960時

間以内(特別延長)
960時間を超え、1860
時間以内(特別延長)

1860時間超え(特別延
長)

合計

製造業 2.1% 97.5% 0.3% 0.0% - n=115,372

鉱業 2.0% 97.1% 0.8% 0.1% - n=715

建設業 1.0% 80.3% 12.1% 6.5% 0.0% n=37,755

運輸交通業 1.3% 97.3% 1.0% 0.4% - n=36,526

貨物取扱業 0.9% 98.3% 0.8% 0.0% - n=7,272

農林業 1.2% 98.3% 0.5% - - n=2,860

家畜・水産業 1.3% 98.4% 0.3% - - n=1,136

商業 3.2% 96.6% 0.1% 0.0% - n=230,718

金融・広告業 9.7% 90.2% 0.0% 0.0% 0.0% n=31,272

映画・演劇業 0.3% 99.6% 0.1% - - n=2,228

通信業 0.1% 99.9% 0.0% - - n=21,143

教育・研究業 5.5% 94.4% 0.2% 0.0% - n=25,744

保健衛生業 1.8% 97.3% 0.6% 0.3% 0.0% n=50,229

接客娯楽業 1.0% 99.0% 0.0% - 0.0% n=78,977

清掃・と畜業 2.4% 97.1% 0.4% 0.1% 0.0% n=12,988

官公署 31.3% 68.6% 0.2% - - n=1,288

その他の事業 1.6% 97.3% 0.7% 0.4% 0.0% n=121,290

合計 2.5% 96.1% 0.9% 0.4% 0.0% n=777,513

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章

※ 数値が「０」の場合は、「-」と表章



特別条項の適用回数
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特別条項の適用回数は、「６回」の割合が最も高い。

業種・大分類 1回 2回 3回 4回 5回 6回 記載無し（※１） 合計

製造業 0.1% 0.3% 0.8% 1.6% 1.0% 96.0% 0.3% n=115,574

鉱業 0.3% 0.3% 1.4% 2.1% 1.7% 93.9% 0.4% n=720

建設業 0.0% 1.9% 0.9% 2.2% 1.0% 92.6% 1.4% n=40,435

運輸交通業 0.0% 0.1% 1.1% 1.3% 0.6% 96.6% 0.3% n=36,766

貨物取扱業 - 0.1% 1.4% 1.4% 0.5% 96.6% 0.1% n=7,313

農林業 0.0% 0.4% 1.5% 2.7% 1.6% 93.2% 0.6% n=2,877

家畜・水産業 0.1% - 1.1% 1.8% 3.4% 93.0% 0.6% n=1,139

商業 0.2% 0.5% 0.9% 3.1% 0.9% 94.3% 0.2% n=230,929

金融・広告業 0.0% 1.4% 5.6% 4.7% 1.0% 87.3% 0.1% n=31,354

映画・演劇業 - 0.2% 0.2% 0.9% 5.7% 92.9% 0.0% n=2,230

通信業 0.1% 0.1% 9.6% 0.9% 0.1% 89.2% 0.0% n=21,144

教育・研究業 0.2% 1.3% 1.6% 2.4% 1.4% 92.9% 0.1% n=26,041

保健衛生業 0.1% 0.5% 1.0% 1.8% 0.9% 95.2% 0.4% n=50,362

接客娯楽業 0.1% 0.1% 0.4% 4.0% 1.4% 93.9% 0.1% n=79,002

清掃・と畜業 0.0% 0.4% 0.7% 1.5% 0.8% 96.5% 0.1% n=13,020

官公署 0.4% 1.1% 1.2% 2.9% 2.5% 91.7% 0.2% n=1,309

その他の事業 0.1% 0.5% 1.0% 1.6% 0.8% 95.8% 0.2% n=122,070

合計 0.1% 0.5% 1.3% 2.5% 1.0% 94.4% 0.3% n=782,285

※１ 適用猶予業種又は、適用除外の場合、様式に特別条項の回数を記載する必要はない。

※２ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章

※３ 数値が「０」の場合は、「-」と表章



特別の事情
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特別の事情は、「顧客等の都合による仕様変更への対応、納期のひっ迫」の割合が最も高い。（運輸交通業、接客娯

楽業については「季節的要因等による受注・一般顧客の集中による業務の繁忙」、通信業については「機械の故障等

トラブルへの対応」の割合が最も高い。）

業種・大分類
予算・決
算・経理
業務

人事業務
（採用・
異動等）

事業計
画・経営
計画の策
定、見直

し

株主総会
への対応

大規模な
システム
等の導入、

更新

新規事
業・プロ
ジェクト
の立ち上

げ

事務所の
新設・移

転

顧客等の
都合によ
る仕様変
更への対
応、納期
のひっ迫

季節的要
因等によ
る受注・
一般顧客
の集中に
よる業務
の繁忙

急な離職
等による
人員不足

取引先、
官公庁等
への対応

クレーム
への対応

機械の故
障等トラ
ブルへの
対応

天候不順
等の自然
的な要因
による業
務増加

災害、重
大な事故
からの復

旧

その他
（事由
不明を
含

む。）

合計

製造業 6.2% 0.1% 0.2% 0.0% 0.2% 0.4% 0.1% 63.9% 11.4% 1.2% 0.3% 2.7% 11.2% 0.8% 0.4% 0.9% n=115,574

鉱業 6.3% - - - 0.6% 0.1% 0.1% 54.4% 16.7% 1.1% 0.3% 1.4% 12.8% 3.2% 1.3% 1.8% n=720

建設業 6.5% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 67.0% 7.9% 0.6% 0.3% 2.9% 7.1% 4.1% 1.4% 1.8% n=40,435

運輸交通業 13.3% 0.4% 0.1% 0.0% 0.2% 0.2% 0.0% 35.0% 36.8% 1.1% 0.3% 1.6% 7.1% 2.2% 0.4% 1.1% n=36,766

貨物取扱業 12.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.2% 0.5% 0.1% 49.0% 25.6% 0.6% 0.6% 1.9% 7.2% 1.1% 0.2% 0.5% n=7,313

農林業 3.7% 0.2% - 0.0% 0.1% - - 42.5% 28.7% 1.1% 0.2% 0.5% 3.1% 17.1% 0.4% 2.3% n=2,877

家畜・水産業 3.3% 0.4% 0.2% - - - 0.4% 48.4% 19.2% 3.3% 0.1% 1.8% 11.9% 3.3% 0.4% 7.2% n=1,139

商業 8.4% 0.0% 0.1% 0.0% 0.7% 0.2% 4.8% 37.4% 27.7% 5.4% 0.4% 4.7% 8.1% 1.0% 0.3% 0.9% n=230,929

金融・広告業 17.8% 0.2% 0.1% 0.2% 1.4% 0.4% 1.4% 29.9% 9.5% 0.6% 17.0% 3.6% 14.2% 1.3% 0.5% 1.9% n=31,354

映画・演劇業 4.2% 0.2% 0.0% - 0.4% - 10.6% 49.9% 14.3% 3.5% 0.2% 2.0% 12.0% 1.3% 0.3% 1.1% n=2,230

通信業 1.5% 0.1% 0.8% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 5.9% 2.1% 0.1% 0.1% 0.4% 66.1% 0.4% 22.3% 0.1% n=21,144

教育・研究業 6.9% 0.6% 0.3% - 0.5% 0.6% 1.2% 53.3% 15.8% 2.0% 0.6% 3.0% 10.6% 1.6% 0.8% 2.4% n=26,041

保健衛生業 4.6% 0.2% 0.1% - 0.3% 1.3% 3.1% 54.4% 9.3% 9.1% 0.3% 3.6% 8.7% 2.5% 0.9% 1.6% n=50,362

接客娯楽業 2.8% 0.1% 0.0% 0.0% 0.5% 0.1% 4.1% 32.1% 37.7% 10.0% 0.1% 4.1% 7.3% 0.3% 0.1% 0.6% n=79,002

清掃・と畜業 6.6% 0.1% 0.1% 0.0% 0.2% 0.1% 0.3% 48.7% 10.0% 6.0% 0.3% 7.0% 16.1% 2.2% 0.9% 1.4% n=13,020

官公署 16.3% 5.3% 0.5% - 0.2% - - 33.1% 13.5% 0.3% 1.6% 0.3% 12.6% 7.3% 4.4% 4.5% n=1,309

その他の事業 11.2% 0.2% 0.4% 0.0% 0.5% 0.7% 0.6% 53.0% 11.9% 1.9% 0.8% 3.9% 11.4% 1.6% 0.6% 1.3% n=122,070

合計 8.0% 0.1% 0.2% 0.0% 0.5% 0.4% 2.3% 45.5% 19.8% 3.9% 1.1% 3.7% 11.0% 1.4% 1.1% 1.1% n=782,285

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章

※ 数値が「０」の場合は、「-」と表章



労使手続
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限度時間を超えて働かせる場合の労使手続きは、「通告」の割合が最も高い。

業種・大分類 協議 通告 その他 合計

製造業 15.1% 84.2% 0.7% n=114,405

鉱業 20.1% 79.3% 0.6% n=711

建設業 31.0% 67.3% 1.7% n=39,496

運輸交通業 21.1% 78.4% 0.5% n=36,487

貨物取扱業 15.2% 84.1% 0.7% n=7,266

農林業 14.7% 85.0% 0.3% n=2,778

家畜・水産業 11.3% 88.5% 0.2% n=1,115

商業 13.4% 86.0% 0.7% n=229,985

金融・広告業 29.7% 69.6% 0.8% n=31,252

映画・演劇業 10.5% 88.0% 1.5% n=2,204

通信業 4.0% 95.9% 0.1% n=21,111

教育・研究業 17.0% 82.3% 0.7% n=25,870

保健衛生業 12.4% 87.0% 0.6% n=49,863

接客娯楽業 8.7% 91.0% 0.3% n=78,691

清掃・と畜業 13.1% 86.2% 0.7% n=12,930

官公署 36.5% 62.4% 1.1% n=1,298

その他の事業 16.2% 83.0% 0.8% n=121,217

合計 15.4% 83.9% 0.7% n=776,679

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章



協定当事者の選出方法
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協定当事者の選出方法は、「労働者代表（挙手）」による割合が最も高い。

業種・大分類
労働者代表
（投票）

労働者代表
（挙手）

労働者代表
（労働者の話合い）

労働者代表
（持ち回り決議）

労働者代表
（その他）

過半数労働組合 合計

製造業 24.8% 34.1% 28.3% 5.3% 3.2% 4.2% n=188,302

鉱業 19.3% 34.2% 38.2% 3.6% 3.1% 1.6% n=1,598

建設業 21.4% 40.0% 30.3% 2.9% 3.6% 1.8% n=176,068

運輸交通業 34.6% 28.1% 22.8% 5.5% 2.5% 6.6% n=99,439

貨物取扱業 37.2% 28.7% 17.3% 7.5% 2.6% 6.7% n=10,701

農林業 16.8% 34.1% 40.3% 2.6% 5.2% 0.9% n=6,024

家畜・水産業 19.0% 33.3% 38.4% 5.2% 3.5% 0.6% n=2,085

商業 24.7% 34.6% 25.0% 7.5% 3.3% 4.9% n=390,604

金融・広告業 29.8% 25.7% 15.2% 7.3% 2.9% 19.1% n=45,321

映画・演劇業 22.4% 37.4% 23.8% 9.3% 5.2% 1.9% n=3,188

通信業 6.0% 9.3% 6.6% 2.1% 17.6% 58.4% n=21,712

教育・研究業 28.4% 31.1% 22.3% 7.4% 4.8% 6.0% n=51,834

保健衛生業 19.4% 33.1% 33.0% 6.2% 3.6% 4.7% n=189,190

接客娯楽業 16.8% 37.5% 28.6% 10.5% 3.1% 3.5% n=110,869

清掃・と畜業 23.1% 35.1% 26.3% 8.8% 3.4% 3.3% n=27,302

官公署 28.3% 10.0% 16.1% 12.2% 5.6% 27.9% n=2,403

その他の事業 29.7% 30.9% 22.5% 7.7% 4.8% 4.4% n=200,147

合計 24.4% 33.5% 26.2% 6.6% 3.7% 5.6% n=1,526,787

※ 過半数代表の選出状況については、過半数代表者がいると回答したもののうち「過半数代表者の選出がある」事業所は43.1％、「過半数労組がある」事業所は8.3％であり、過半数代表者の選出が

ある割合が高い。（独立行政法人労働政策研究・研修機構『過半数労働組合および過半数代表者に関する調査』（調査シリーズNo.186・2018年12月））

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章
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健康福祉確保措置は、「①面接指導の実施」の割合が最も高い。（通信業については「⑦相談窓口の設置」の割合が

最も高い。）

業種・大分類
①面接指導の

実施
②深夜労働の
回数制限

③休息時間の
確保

④代休等の
付与

⑤健康診断の
実施

⑥年休取得の
促進

⑦相談窓口の
設置

⑧配置転換
⑨産業医等に
よる保健指導

等
⑩その他 合計

製造業 40.8% 3.2% 12.8% 4.9% 6.8% 6.9% 13.0% 2.3% 7.1% 2.1% n=114,961

鉱業 34.8% 3.2% 16.6% 8.9% 8.6% 5.6% 9.0% 2.5% 8.3% 2.3% n=709

建設業 39.1% 3.5% 14.6% 6.8% 6.8% 7.6% 11.1% 1.5% 6.4% 2.5% n=27,421

運輸交通業 40.7% 1.2% 19.7% 2.4% 5.1% 4.6% 13.1% 2.6% 9.5% 1.3% n=34,268

貨物取扱業 50.9% 1.2% 8.9% 2.1% 4.4% 5.4% 14.0% 2.4% 9.8% 1.0% n=7,169

農林業 32.0% 3.7% 30.0% 4.6% 6.7% 8.1% 9.5% 1.8% 2.1% 1.6% n=2,848

家畜・水産業 36.2% 3.8% 24.2% 4.7% 8.6% 7.6% 6.9% 0.9% 4.4% 2.7% n=1,129

商業 39.8% 2.5% 9.5% 2.6% 5.4% 9.8% 17.3% 3.5% 7.4% 2.1% n=230,553

金融・広告業 43.2% 2.3% 6.6% 1.9% 3.5% 14.7% 14.6% 2.0% 10.6% 0.5% n=31,297

映画・演劇業 40.5% 1.9% 10.9% 5.5% 9.5% 12.5% 12.2% 1.5% 4.2% 1.3% n=2,229

通信業 3.7% 0.2% 1.4% 0.5% 0.4% 3.5% 89.7% 0.1% 0.5% 0.0% n=21,140

教育・研究業 40.4% 2.8% 8.5% 5.5% 5.0% 11.5% 13.2% 1.6% 9.4% 2.0% n=26,060

保健衛生業 35.5% 3.0% 8.1% 3.4% 6.1% 8.6% 25.0% 2.8% 6.1% 1.4% n=49,967

接客娯楽業 39.9% 1.6% 11.0% 2.0% 7.0% 13.0% 17.0% 2.8% 4.4% 1.3% n=78,944

清掃・と畜業 42.7% 2.0% 9.3% 4.0% 7.0% 6.9% 13.2% 2.7% 10.7% 1.5% n=12,915

官公署 62.9% 1.9% 1.7% 4.4% 2.5% 8.0% 9.2% - 9.3% 0.1% n=1,295

その他の事業 43.1% 2.4% 9.0% 4.0% 6.2% 9.1% 15.0% 1.8% 8.3% 1.2% n=119,592

合計 39.5% 2.4% 10.3% 3.4% 5.8% 9.2% 17.9% 2.5% 7.2% 1.6% n=762,497

※ 限度時間を超えて労働させる労働者の健康福祉確保措置について、上記①～⑨の中から協定することが望ましい。

※ 小数点以下第二位を四捨五入し、第一位まで表章

※ 数値が「０」の場合は、「-」と表章

※ 健康福祉確保措置については、複数の内容を記入することができるが、最初に記入されている措置内容のみを入力している。
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